
 

 

                      

2021年 2月 4日 

 
 

(株)ニップン 第 3四半期連結累計期間の業績および通期連結業績予想 

 

＜ 連結業績の概要 ＞                     （％表示は対前年同四半期比率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

 

2021年 3月期第 3四半期 

2020年 3月期第 3四半期 

百万円 

247,462 

263,141 

％ 

94.0 

103.2 

百万円 

7,688 

8,593 

％ 

89.5 

98.4 

百万円 

9,591 

10,042 

％ 

95.5 

95.6 

百万円 

6,201 

6,844 

％ 

90.6 

100.1 

当第3四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による世

界規模での影響が長期化する中で、昨年の緊急事態宣言の解除後は経済活動もゆるやかに再開してお

りましたが、足元では感染が再拡大しており、先行き不透明な状況が続いております。 

このような状況においても、当社グループは、お客さまの安全・安心と従業員の健康を最優先と

し、政府や各自治体の指針に基づき、感染拡大防止に向けた対策を引き続き徹底した上で、社会的責

任として安定的に食品を供給するため、テレワークの推進など新たな働き方を取り入れながら国内外

の全ての製造拠点で生産活動を継続する事業体制を維持しております。 

また、当社グループは、予測のつかない厳しい事業環境においても、持続的成長を維持することを

目指し、コスト削減と販売の強化を軸に既存の事業を充実させるとともに、今後成長が見込まれる分

野への積極的な投資を行うなど、多角的総合食品企業としての事業基盤強化に取り組んでいます。 

かねてより建設を進めてまいりました福岡工場でのプレミックス工場が昨年10月に、ニップン冷食

(株)伊勢崎工場の冷凍食品第2工場及び、NIPPN(Thailand)Co.,Ltd.の冷凍生地製造工場が昨年11

月に竣工するなど、今後の新商品も含め、幅広い商品を供給していくために供給力拡大の設備投

資を国内外で積極的に行っております。 

以上により、当第3四半期連結累計期間の業績は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を大き

く受けたことにより、売上高は2,474億6千2百万円(前年同期比94.0%)、営業利益は76億8千8百万円(同

89.5%)、経常利益は95億9千1百万円(同95.5%)、親会社株主に帰属する四半期純利益は62億1百万円(同

90.6%)となりました。 

 

＜ 連結業績予想と当期の配当 ＞                  （％表示は対前年同期比率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

2021年 3月期 

通   期 

百万円 

345,000 
％ 

100.0 
百万円 

9,000 
％ 

81.1 
百万円 

10,500 
％ 

82.4 
百万円 

7,000 
％ 

78.3 

2021年 3月期の業績予想につきましては、当第 3四半期連結累計期間の業績が概ね想定通りであ

ったことから、2020年 5月 14日に公表いたしました通期の連結業績予想を据え置いております。 

尚、期末配当につきましては、社名変更記念配当 2円を加えさせていただき、1株当たり 19円と

させていただくことを予定しております。これにより、年間の配当予想は 36円となります。 

以 上 


